
Contents
・家村昭矩新学長インタビュー
・MY ＣＡＭＰＵＳ LIFE
・Introduct ion サークル活動

NCU
Information web magazine

2024 SummerVol.18
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「北海道の農と食」農業体験実習の様子



今回は、2名の学生がインタビュアーになり普段入室する機会のない

学長室でインタビューを行いました！

『学長室ってどんなところなんだろう？』
そんな素朴な疑問をぶつけてみました！

家村 昭矩 新学長 略歴
北海道 清里町 出身

1970年 明治学院大学 卒業

～卒業後、新潟県や北海道の児童相談所などに勤務～

2001年4月 北海道立大沼学園 園長

2004年4月 北海道中央児童相談所 所長

2005年4月 市立名寄短期大学 教授

～以後、嘱託教授を含めて9年間勤務し、2014年3月退職～

2018年4月 函館短期大学教授（2020年3月退職）

2024年4月 名寄市立大学 学長 就任

上記以外にも2014年から北海道家庭学校の理事長を務めるなど、子ど

もの福祉に従事。

2024年1月刊行『児童福祉行政草創期の北海道と家庭学校：北海道家

庭学校110年－北の大地の暮らしと教育－』（六花出版）をはじめ、これま

での経験や研究結果を通じて複数の著書を監修。

いえむら あきのり

〇インタビュー項目

Q１ 意気込み・抱負について

Q2 ケアの仕事のやりがいについて

Q3 ケアの専門職にとって必要なことについて

Q４ 本学の特徴・強みについて

Q5 名寄市の印象ついて

Q6 ご自身の研究について



Q１ 意気込み・抱負について

本学は、「ひと」の生を肯定し、それを支援する専門職を育成する教育機関として高度な知識と技術、そして高い倫理

性を有し、保健・医療・福祉の連携と協働を学ぶことができる「ケアの総合大学」です。

私は人々が暮らす地域社会に、絶対必要不可欠な「ひと」の生命につながる支援・ヒューマンサービスの専門性とその

精神を醸成する大学として、学生が充実した学生生活を送れるように教育・研究環境の整備に配意した大学運営に努

めたいと考えています。

本学の大きな特徴として各学科の一学年の定員が50人前後という少人数体制であることがあげられます。学生同士

はもとより、学生と教職員との関係もとても身近であり、日常的なコミュニケーションがとりやすい環境にあります。

小さな大学ならではの持ち味を存分に活かし、教職員・学生・地域の皆さんとともに北辺から「きらりと光る大学」とし

て、さらに「ケアの未来をひらく」専門職養成大学として、今まで以上に輝き続ける努力を続けたいと考えています。

Q2 ケアの仕事のやりがいについて

ケアの仕事は大変な時もあり、逃げだしたくなることもあると思います。私も現場で子どもたちと関わる仕事をして

きました。 子どもと遊んでいる時はいいのですが、トラブルを起こした時はもう大変で、もし、自分がこの仕事を選ばな

ければどれだけ毎日を穏やかに暮らせただろうかと思うこともありました。

ただそれでも、ケアの仕事はとてもやりがいのある、贅沢な仕事だと思います。

私はたまたま大きな病気やケガをしていないですし、障害もないです。また、親のもとで生まれ、生活ができました。

ただ、将来は病気や障害を持つかもしれない。もしかしたら生まれながらに親を頼ることができず、借金まみれの生活

をしていたかもしれない。

私たちはケアの仕事を通してそういった方々に寄り添い、自分自身の人生観や社会観を問い、問われるなかで自分自

身の生き方を見つめ直すことができます。自分の人生と重ね合わせ、自分自身を見つめ直すことができることがケアの

仕事の魅力であり、醍醐味です。

Q3 ケアの専門職にとって必要なことについて

もちろんそれぞれの分野での専門的知識は必要です。共通して言えることは、人として人の痛みや楽しみを

共感しあえること、人の心をお互いに思いやれることが一番大切だと考えています。

そのためにも学生生活では友人や教職員と大いに議論をしてほしいと思っています。自分の思ったことを

率直に言い合えるような関係をつくり、そこで自分自身の考えていることを確認し、相手の考えも受け入れ、

認めることができる人となってほしいです。

また、人と人、人と自然のふれあいを大切にして4年間の名寄市での暮らしの楽しみを味わってほしいと

思っています。
子どもたちを招いて音楽会

（社会保育学科）
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ

（社会福祉学科）

基礎調理学実習
（栄養学科）

基礎看護技術Ⅰ
（看護学科）



Q4 本学の特徴・強みについて

本学は地理的なこともあり、他大学との関わりが持ちにくく、学生交流や教育研究活動の面で刺激が受けづらいと

いうことがあります。しかしながら多様性のある4学科が本学にはあり、教養教育科目や連携教育科目、コミュニティ

ケア教育研究センターを通したボランティア活動などで学生同士の交流や地域との交流ができます。

また、前述のとおり本学の強みの一つとして少人数教育があります。先生方がそれぞれの学生に対して教育だけで

はなく、学生生活も含めサポートをしています。これは本学が小さな大学ということもありますが、開学当初から先生

方が苦労しながらも一生懸命に取り組んできたことであり、他大学にはない、本学の大きな特徴の一つであると考え

ます。

Q6 ご自身の研究について

私の研究の一つとして、遠軽にある社会福祉法人北海道家庭学校（児童自立支援施設）の歴史について研究をしています。

北海道家庭学校は100年以上前に東京・巣鴨の「家庭学校」の分校として留岡幸助によって設立された児童福祉施設です。

人間社会では悪いことをしたら罰せられるのは当然ですが、留岡幸助は子どもが悪いことをした場合には罰するだけでは

ダメなんだという考えを当時から持っていました。

子どもたちがなぜそのようなことしたのかについて原因をたどっていくと、家庭が家庭らしくなかったということにたどり

着きます。物を人から盗んで食べることでしか自分の空腹を埋めることができなかったとか、家の中は夫婦喧嘩が絶えず殺

伐としていて、すさんだ心のまま学校や社会へ出て行っても他の子どもや関係者との関係を作ることができずに、最終的に

乱暴的な子というレッテルを張られてしまったなどです。

そのため、まずは彼らを子どもとして捉え、彼らが満足に得ることができなかった家庭を与えて、彼らを子どもとして扱う。

このことが彼らに一番必要なことであり、その上で人を育てていくのに必要な学校を提供する。だから当時の「感化院」という

名称ではなく、「家庭学校」という名前をつけ、家庭であり学校であるという意味を持たせて設立しました。

北海道家庭学校は全国の国公立の児童自立支援施設にも大きな影響を与えた施設であり、その歴史をたどることは子ども

家庭福祉の分野に貢献できるものと考えています。私は自身の経験から最初は研究のお手伝いという形でしたが、この研究

をしていくことは意義のあるものと考えております。

Q5 名寄市の印象ついて

名寄市は四季のメリハリが鮮やかで質の高い農産品を誇り、冬は北海道の中で最も雪国らしい街だと、事あるごとに

周囲に話をしています。「雪質日本一」だけではなく、街全体をいつも真っ白に包み込む冬景色は他の街では見られな

い素敵な景観です。

また、市民の方がとても温かく本学を見守っていただいていると感じています。入学式の前日には地域の方々が新入

生と保護者の歓迎会を企画してくださり、ご招待いただきました。市内を見学するバスツアーや懇親会が開かれ、本学

と地域との繋がりを改めて感じる時間でした。

本学は短大時代から数えて今年で65年目を迎え、9600名を超える卒業生がいます。本学は地域の方や卒業生の力

強い応援を基にここまで発展してきたと実感しており、その期待に応えることも大事なことであると感じています。教養教育科目
スポーツ実技Ⅱ（カーリング）

名寄市立大学新入生・保護者歓迎会

連携教育科目
「地域との協働Ⅱ」の様子

家村学長が監修した書籍

教養教育科目
「北海道の農と食」の様子

六花出版2024 生活書院2020
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栄養学科 ３年

仲居 健 さん
秋田北鷹高等学校出身

二郎系ラーメン

なかい

昔
か
ら
漠
然
と
食
品
に
携
わ
る
職
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

長
く
続
け
て
い
た
陸
上
競
技
で
結
果
を
出
す
た
め
に
食
事
を
気
を
つ
け

る
よ
う
に
な
り
、
栄
養
の
こ
と
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

名
寄
市
立
大
学
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
は
公
立
大
学
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
あ
る
漫
画
を
読
ん
で
北
海
道
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

名
寄
市
立
大
学
の
魅
力
は
医
療
機
関
や
教
育
機
関
等
で
実
務
経
験
の

あ
る
先
生
方
が
多
く
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

将
来
、
管
理
栄
養
士
を
は
じ
め
専
門
職
を
目
指
す
学
生
が
多
い
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
の
現
場
で
の
経
験
を
も
と
に
し
た
授
業
や
実
習
を
受

講
す
る
こ
と
で
、
進
路
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
、
ま
た
、
就
職
先
に
つ
い

て
も
具
体
的
な
相
談
が
し
や
す
い
で
す
。

たける

月 火 水 木 金 土日

1-2時限目
（9：00-10：30）

実習準備

健康管理論 臨床栄養学Ⅲ

休日

栄養教育
各論実習

応用栄養学
実習

3-4時限目
（10：40-12：10）

食品有機化学 公衆栄養学

5-6時限目
（13：10-14：40）

総合演習

食品衛生学
実験

臨床栄養学
実習Ⅲ

基礎栄養学
実験

7-8時限目
（14：50-16：20）

自主学習

9-10時限目
（16：30-18：00）

医療福祉論 運動 運動 運動

仲居さんのとある１週間（令和６年度前期）
今
年
度
は
初
め
て
学
外
で
の
臨
地
実
習
が
始
ま
り
ま
す
。
７
月
に
は

給
食
経
営
管
理
論
実
習
が
あ
り
、
陸
上
自
衛
隊
名
寄
駐
屯
地
で
実
習
を

行
う
予
定
で
す
。
今
ま
で
講
義
や
学
内
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
ど
れ
く

ら
い
活
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ど
ん
な
料
理
が
ど
れ
く
ら
い
喜
ば

れ
る
か
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
な
の
で
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

私
は
現
在
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
給
食
の
委
託
会
社
や
食
品
の
商
品

開
発
に
関
わ
る
仕
事
に
就
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
経
験

す
る
臨
地
実
習
や
学
内
で
の
学
び
を
大
事
に
し
な
が
ら
進
路
を
選
択
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

趣
味
で
あ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
料
理
を
し
て
い
ま
す
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
は
昔
か
ら
続
け
て
お
り
、
講
義
後
に
自
転
車
で
「
な

よ
ろ
健
康
の
森
」
に
行
き
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
１
時
間
く
ら
い

走
り
ま
す
。
帰
り
に
締
め
と
し
て
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
て
帰
る

の
が
ル
ー
テ
ィ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

料
理
は
も
と
も
と
好
き
で
、
一
人
暮
ら
し
を
き
っ
か
け
に
食
材
も

自
分
で
買
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
和
洋
折
衷
色
々
な
も
の
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

農
家
さ
ん
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
と
き
に
い
た
だ
い
た
ア
ス
パ
ラ

で
天
ぷ
ら
や
炊
き
込
み
ご
飯
を
作
っ
た
り
、
ま
た
、
友
だ
ち
と
一
緒

に
二
郎
系
ラ
ー
メ
ン
や
ペ
ッ
パ
ー
ラ
ン
チ
を
作
り
ま
し
た
。
二
郎
系

ラ
ー
メ
ン
を
作
っ
た
と
き
は
に
ん
に
く
な
ど
匂
い
が
す
ご
か
っ
た
の

で
す
が
、
完
成
し
た
ら
匂
い
が
気
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
美
味
し
か
っ

た
で
す
。

ペッパーランチ



小
学
生
の
時
か
ら
看
護
師
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し

た
。
大
学
は
４
年
間
か
け
て
よ
り
専
門
的
に
学
べ
る
と
い
う
こ
と
、
教

養
教
育
科
目
な
ど
を
学
べ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
高
校
３
年
生
の
ギ

リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
が
、
専
門
学
校
で
は
な
く
大
学

へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

名
寄
市
立
大
学
を
選
ん
だ
理
由
は
、
地
元
か
ら
近
く
電
車
で
通
学
が

で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
た
と

き
の
模
擬
授
業
を
見
て
楽
し
そ
う
だ
と
感
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

実
際
に
入
学
し
て
み
る
と
連
携
教
育
科
目
や
「
北
海
道
の
農
と
食
」

な
ど
講
義
の
中
で
他
学
科
の
学
生
や
地
域
の
方
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

が
で
き
、
名
寄
市
立
大
学
な
ら
で
は
の
魅
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
今
年
度
、
連
携
教
育
科
目
の
「
地
域
と
の
協
働

」
の
活
動
と

し
て
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
運
動
指
導
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

私
自
身
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
経

験
を
活
か
し
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
今
か
ら
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

看護学科 ２年

藤原 冴彩さん
士別翔雲高等学校出身

１
年
生
の
臨
地
実
習
で
は
、
ご
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
看
護
師
の
方
の

指
導
の
も
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
血
圧
測
定
な
ど
基
礎
的
な
こ
と

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
年
生
で
は
患
者
様
の
情
報
収
集
・
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
積
極
的
に
行
い
、
患
者
様
の
こ
と
を
考
え
た
ケ
ア
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

空
き
コ
マ
は
友
人
と
課
題
を
進
め
た
り
、
授
業
の
ノ
ー
ト
を
ま
と
め
た

り
し
て
い
ま
す
。
２
年
生
に
な
っ
て
授
業
も
よ
り
専
門
的
な
内
容
に
な
っ

て
き
た
の
で
、
１
年
生
で
習
っ
た
基
礎
分
野
の
復
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
息
抜
き
に
友
人
と
ご
は
ん
を
食
べ
に
行
っ
た

り
、
ド
ラ
イ
ブ
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ふじわら  さや

ボッチャにて

「
看
護
の
日
」
に
行
わ
れ
た
看
護
学
科
で
の
交
流
会
で
仲
良
く
な
っ
た

先
輩
に
誘
わ
れ
、
地
域
で
行
わ
れ
た
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会
の
お
手
伝
い
を
し

ま
し
た
。

地
域
の
方
に
ボ
ッ
チ
ャ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
り
、
一
緒
に
ボ
ッ
チ
ャ

で
対
決
を
し
ま
し
た
。
ボ
ッ
チ
ャ
を
通
し
て
年
代
問
わ
ず
い
ろ
い
ろ
な
世

代
の
方
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。海へドライブ

月 火 水 木 金 土日

1-2時限目
（9：00-10：30）

地域看護
活動論Ⅰ

感染微生物学 薬理学 北海道の農と食

休日

3-4時限目
（10：40-12：10）

英語Ⅱ 病理学 薬理学 心理学

5-6時限目
（13：10-14：40）

地域との協働Ⅱ 臨床治療学Ⅰ 生命科学 基礎看護技術Ⅲ 老年看護学概論

7-8時限目
（14：50-16：20）

地域との協働Ⅱ
臨床治療学Ⅰ 小児看護学概論

9-10時限目
（16：30-18：00）

藤原さんのとある１週間（令和６年度前期）

ノート整理

焼き肉でお疲れ様会

Ⅱ



長瀬さんのとある１週間

月 火 水 木 金 土日

1-2時限目
（9：00-10：30）

高齢者福祉論

Ⅱ

ソーシャル
ワーク演習Ⅳ

総合演習

休日

3-4時限目
（10：40-12：10）

ソーシャル
ワーク論Ⅳ

介護福祉論
精神保健の
課題と支援Ⅱ

精神保健福祉
の原理Ⅱ

5-6時限目
（13：10-14：40）

保健医療福祉
連携論

精神医学と
精神医療

ソーシャル
ワーク演習Ⅵ

ソーシャル
ワーク論Ⅳ

7-8時限目
（14：50-16：20）

保健医療福祉
連携論

ソーシャル
ワーク実習
指導Ⅱ

9-10時限目
（16：30-18：00）

医療福祉論

連
携
教
育
科
目
や
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
と
の
交
流
が
さ

か
ん
で
あ
る
こ
と
が
魅
力
的
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

連
携
教
育
科
目
は
全
て
の
学
科
の
学
生
が
混
ざ
っ
て
グ
ル
ー
プ
活

動
を
行
う
た
め
、
他
学
科
の
友
人
が
で
き
る
ほ
か
に
、
学
生
の
時
か

ら
多
職
種
連
携
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
の
中
に
飛
び
込
ん
で
行
う
活
動
は
、
地
域
の
方
々
と
交
流
が

で
き
る
と
い
う
魅
力
の
他
に
、
名
寄
市
立
大
学
が
名
寄
市
の
方
々
に

支
え
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
学
生
も
地
域
を
支
え
る
側
に
も
な
る
こ

と
を
交
流
を
通
し
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
の
あ
り
方
、
地
域
が
あ
る
重
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
の
は
と
て
も
魅
力
的
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

名
寄
市
は
す
ご
く
コ
ン
パ
ク
ト
で
、
日
常
生
活
の
買
い
物
も
自
転

車
で
行
け
る
の
で
車
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
生
活
し
や
す
い
街
で
す
。

農
家
さ
ん
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
た
く
さ
ん
の
野
菜
を
も
ら
っ
た
り
、

友
人
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
に
つ
い
て
行
っ
た
ら
大
量
の
タ
ラ
を

い
た
だ
い
た
り
と
名
寄
市
に
来
て
い
な
か
っ
た
ら
絶
対
に
な
い
経
験
、

優
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
以
前
か
ら
医
療
機
関
に
勤
め
た
い
と
考
え
て
お
り
、
得
意
科
目

で
あ
っ
た
物
理
の
知
識
が
活
か
せ
る
放
射
線
技
師
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
が
、
他
の
科
目
の
点
数
が
足
り
ず
、
ま
た
、
経
済
的
な
理
由
も
あ
り
、

目
指
す
こ
と
を
断
念
し
ま
し
た
。

共
通
テ
ス
ト
後
、
高
校
の
先
生
に
医
療
・
福
祉
が
学
べ
る
大
学
と
し

て
名
寄
市
立
大
学
を
見
つ
け
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
名
寄
市
立
大
学

を
目
指
し
ま
し
た
。

講
義
や
実
習
を
経
験
し
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
き

た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
受
験
に
は
失
敗
し
ま
し
た
が
、

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社会福祉学科 ３年

長瀬 玲奈 さん
青森県立三本木高等学校出身

ながせ

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
１
年
生
の
時
に
参
加
し
、
配
属
先
だ
っ
た

農
家
さ
ん
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
現
在
雇
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

私
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
農
家
さ
ん
は
す
ご
く
説
明
が
丁
寧
で
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
親
切
に
教
え
て
く
だ
さ
る
の
で
、
ア

ル
バ
イ
ト
を
通
し
て
農
業
に
関
す
る
知
識
が
な
ん
と
な
く
で
も
つ
い

た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
、
農
業
の
大
変
さ
を
知
る
と
と
も

に
そ
の
楽
し
さ
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
年
配
の
方

と
会
話
を
す
る
際
の
ネ
タ
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
体
験
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

れいな

連携教育科目での地域活動

農家さんでのアルバイト

（令和６年度前期）



地
域
で
の
活
動
に
つ
い
て

１
年
生
の
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
案
内
が

あ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。
名
寄
市
に
あ
る
北
国
博
物
館

で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
時
に
子
ど
も
た
ち

に
工
作
を
教
え
る
活
動
や
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
昔
の
お
も
ち
ゃ
で
遊

ぶ
活
動
を
し
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
、
軽
音
、
吹
奏
楽
、
空
手
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し

て
い
ま
す
。
軽
音
サ
ー
ク
ル
で
は
、
友
人
と
バ
ン
ド
を
組
み
、
学
校
祭

や
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ
に
参
加
し
ま
し
た
。
吹
奏
楽
で
は
チ
ュ
ー
バ
を

担
当
し
て
い
て
、
季
節
ご
と
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
、

昨
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
全
道
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
空
手
サ
ー
ク

ル
は
、
私
が
１
年
生
の
時
に
友
人
と
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
だ
不
定
期

で
の
活
動
で
す
が
、
新
し
く
１
年
生
が
入
っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
、
活

動
を
続
け
て
い
き
、
活
発
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

軽音サークル

吹奏楽サークル

中
学
生
の
頃
か
ら
将
来
、
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
専
門
学
校
や
短
期
大
学
も
考
え
ま
し
た
が
、
特
別
支
援
学

校
教
諭
の
免
許
状
が
取
得
で
き
る
こ
と
や
就
職
す
る
前
に
充
実
し
た
学
生

生
活
を
４
年
間
過
ご
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
、
名
寄
市
立
大
学
を

受
験
し
ま
し
た
。

名
寄
市
立
大
学
の
魅
力
は
少
人
数
で
の
学
び
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
困
っ
た
時
や
、
悩
み
事
が
あ
る
と
き

に
す
ぐ
に
先
生
方
に
頼
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
学
と
聞
く
と
、
先
生
方

は
近
寄
り
が
た
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
大
学
は

学
生
思
い
の
先
生
が
多
く
、
私
た
ち
に
あ
り
が
た
い
言
葉
を
く
れ
ま
す
。

も
う
一
つ
社
会
保
育
学
科
の
魅
力
と
し
て
は
、
遊
び
の
活
動
が
多
い
こ

と
で
す
。
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
に
な
る
私
た
ち
が
遊
ぶ
こ
と
を
実
体
験

と
し
て
知
る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え

が
先
生
方
に
あ
り
、
学
生
主
体
で
夏
祭
り
を
計
画
し
た
り
、
ス
キ
ー
場
で

尻
滑
り
を
し
た
り
な
ど
た
く
さ
ん
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら
保
育
に
つ
い
て
の
学
び

を
得
ら
れ
る
の
で
、
保
育
者
に
な
る
と
い

う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

月 火 水 木 金 土日

1-2時限目
（9：00-10：30）

子どもと音楽
表現Ⅱ

感染微生物学
家庭支援
実践演習

心理学

休日

3-4時限目
（10：40-12：10）

英語Ⅱ
子どもと音楽
表現Ⅱ

家庭支援
実践演習

北海道の
農と食

5-6時限目
（13：10-14：40）

地域との
協働Ⅱ

知的障害者
の心理・生理
・病理

保育指導論
子ども理解
と教育相談

7-8時限目
（14：50-16：20）

地域との
協働Ⅱ

自然保育
実践演習 児童文化演習 子どもの保健

保育内容
・環境Ⅰ

9-10時限目
（16：30-18：00）

子ども家庭
支援論

自然保育
実践演習

カ
ラ
オ
ケ
や
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ
ー
ク
に
行
き
、
友
人
と
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
大
学
に
あ
る
練
習
室
で
ピ
ア
ノ
の
練
習
も
し
て
い
ま
す
。

保
育
所
や
幼
稚
園
で
の
実
習
や
就
職
後
に
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と
が
あ
り
、

２
年
生
で
は
１
年
間
か
け
て
授
業
で
ピ
ア
ノ
を
習
い
ま
す
。

吹
奏
楽
を
や
っ
て
い
た
の
で
楽
譜
を
読
む
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、

ピ
ア
ノ
に
触
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
友
人
と
一
緒
に
練
習
を
し

て
い
ま
す
。

（令和６年度前期）伊藤さんのとある１週間
本
学
を
志
望
し
た
理
由
、
本
学
の
魅
力
に
つ
い
て

社会保育学科 ２年

伊藤 仁栄さん
北海道浦河高等学校出身

いとう じんえい

夏祭りにて



よさこいサークル

部員数：３９名

活動日：火・木曜日 18時30分から20時30分
場 所：２号館多目的ホール
受賞歴：2018年 よさこいソーラン祭り

セミファイナル進出

～
サ
ー
ク
ル
と
し
て
の
目
標
～

私
た
ち
「
よ
さ
こ
い
サ
ー
ク
ル
」

は
、
踊
り
を
楽
し
む
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
に
対
す
る
貢
献
も
目
標
と

し
て
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

名
寄
市
を
は
じ
め
、
様
々
な
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
に
参
加
し
、

私
た
ち
の
若
々
し
く
、
元
気
は
つ
ら

つ
と
し
た
演
舞
を
届
け
る
こ
と
で
、

笑
顔
や
勇
気
を
少
し
で
も
与
え
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

～
サ
ー
ク
ル
を
通
じ
て
の
学
び
～

名
寄
市
立
大
学
の
学
生
と
社
会
人

で
「
北
鼓
童
＆
名
寄
市
立
大
学
」
を

結
成
し
、
今
年
で
三
十
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

学
生
だ
け
で
は
な
く
社
会
人
の
方

と
も
交
流
が
で
き
る
た
め
、
い
ろ
い

ろ
な
経
験
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
ま
た
、
各
地
域
で
よ
さ
こ
い
を

演
舞
を
し
て
い
く
な
か
で
、
様
々
な

人
や
地
域
と
の
繋
が
り
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

～
サ
ー
ク
ル
の
雰
囲
気
～

各
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
明
る
く
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

社
会
人
の
方
と
も
一
緒
に
活
動
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
楽
し

い
中
で
も
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
練
習
が

で
き
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
色
々
な
地
域
に
行

く
た
め
、
よ
さ
こ
い
だ
け
で
は
な
く
、

食
事
な
ど
そ
の
地
域
で
し
か
味
わ
え

な
い
こ
と
も
楽
し
み
に
し
な
が
ら

日
々
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

Introduction

サークル活動
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